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足利法人会
だより

東京2020オリンピック聖火リレー

子曰、有徳者必有言。

有言者不必有徳。

仁者必有勇。勇者不必有仁。
し　いわく、「とく  ある  ものは、かならず  げんあり。
げん  ある  ものは、かならずしも  とく  あらず。
じんしゃは  かならず  ゆう  あり。
ゆうしゃは  かならずしも、じん  あらず。」と。

孔先生が言った。「道徳を備えた人は、必ず善
いことを言うものだ。しかし、逆に善いことを
言ったからといって必ずしも道徳を備えた人と
は限らないものだ。また、仁者と言われる人は、
必ず物事を恐れない勇気があるものだ。しか
し、逆に勇気があるからといって、必ずしも、仁
を備えた人とは、限らないものだ。」

通 釈

（憲問第十四⑤） 史跡 足利学校「論語抄」より

論 語 抄



あなたに語る心の言葉

故　相田　みつを
・ 大正13年、足利に生れる
・ 昭和17年、県立足利中学校を卒業
・ 同年、曹洞宗高福寺（家富町）の禅僧、武井哲應師に出逢い、
  在家のまま師事、仏法を学ぶ。平成3年12月逝去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「雨の日には…」より

足利税務署幹部の人事異動
＜転 入 者＞ ＜転 出 者＞

職　名課・部門 旧　所　属氏　名 職　名課・部門 新　所　属氏　名

令和3年 7月12日付
足
利
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

署 長
課 長
係 長
統 括 官
統 括 官
総括上席
統 括 官

総 務
総 務
管理・徴収
個 人 ２
法 人 １
法 人 ２

署 長
課 長
係 長
統 括 官
統 括 官
総括上席
統 括 官

総 務
総 務
管理・徴収
個 人 ２
法 人 １
法 人 ２

齋　　清貴
渡辺　充浩
関屋　貴志
福山　聡胤
碓氷　　勝
鈴木　昌利
石川　克己

仙 台 局 五 所 川 原 署 長
局総務部納税者支援調整官
足 利 署 総 務 課
大田原署管理運営第二部門統括官
春日部署個人課税第六部門統括官
局総務部会計課経費第二係長
大田原署法人課税第二部門統括官

桐原　次弥
野島　　稿
金井　一晃
矢澤　正光
冨澤　美香
北澤　　薫
川村　章子

局調査査察部調査管理課長
諏 訪 署 総 務 課 長
栃木署個人課税部門上席調査官
土 浦 署 徴 収 部 門 統 括 官
大田原署個人課税第三部門統括官
越谷署法人課税部門連絡調整官
桐 生 署 法 人 課 税 部 門

表紙 ： 3月28日足利市内で実施された東京2020オリンピック聖火リレー
　　　足利チアリーディングチーム チッパーズ
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令
和
3
年
６
月
1６
日
足
利
法
人
会

第
10
回
通
常
総
会
開
催

　
公
益
社
団
法
人
足
利
法
人
会
で
は
、去
る
６

月
１６
日（
水
）に
ニ
ュ
ー
ミ
ヤ
コ
ホ
テ
ル
本
館
で
、

午
後
４
時
か
ら
、第
１０
回
通
常
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
、例
年
実
施

し
て
い
る
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、中
止
と
い
た
し

ま
し
た
。

　
総
会
は
、今
泉
総
務
委
員
会
副
委
員
長
の
司

会
で
、出
席
者
６６
名
、委
任
状
９
０
０
名
で
定
款

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
が
成
立
し
た
旨

の
報
告
の
後
、柳
田
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、板
橋
会
長
か
ら
、昨
年
当
初
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、経
済

や
日
常
生
活
に
大
変
な
影
響
を
受
け
た
。当
法

人
会
の
事
業
に
つ
い
て
も
、ほ
と
ん
ど
実
施
で
き

な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、税
制
改
正
提
言
活
動

や
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
で
き
た
。特
に
Ｍ
Ｄ

部
会
の
租
税
教
室
や
女
性
部
会
の
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て
は
、多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
た
。

　
ま
た
、会
員
増
強
に
つ
い
て
は
、組
織
委
員
会

等
の
活
動
に
よ
り
入
会
が
５１
社
と
な
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
８８
社
の
退
会
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。入
会
が
５０
社
を
超
え
る
の
は
、平
成

２５
年
以
来
昨
年
に
続
き
２
年
連
続
と
な
り
、関

係
者
の
協
力
に
感
謝
す
る
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
も
、コ
ロ
ナ
の
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
事
業
の
実
施
と
な
る
が
、今
年
度

役
員
改
選
期
で
、新
役
員
も
迎
え
新
た
な
気
持

ち
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。会
員
皆
様
の
更
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
旨
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、議
長
に
板
橋
会
長
を
選
出
、議
事
録

署
名
人
に
は
、板
橋
毅
常
任
理
事
及
び
真
秀
徹

常
任
理
事
を
指
名
、両
人
と
も
こ
れ
を
承
諾

し
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

3
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
の
報
告

2
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
の
承
認

　
ま
ず
、「
第
１
号
報
告
　
令
和
３
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
」及
び「
第
２
号
報
告
　
令
和

３
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
」、一
括
し
て
説
明

の
後
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、終
結
し
ま
し

た
。次
に
、「
第
３
号
報
告
　
足
利
法
人
会
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」も
、説
明
の

後
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、終
結
し
ま
し
た
。

　
次
に
、「
第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」及
び「
第
２
号
議
案
　
令
和

２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、一
括
し
て
説
明

の
後
、会
計
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、代
表
し

て
石
橋
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
後
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、挙
手
に

よ
り
採
決
し
た
結
果
、両
案
と
も
案
の
と
お
り

全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。次
に
、

「
第
３
号
議
案
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」柳

田
副
会
長
か
ら
、理
事
57
名
、監
事
2
名
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
、特
段
の
質
疑
等
も
な
く
、案

の
と
お
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、足
利
税
務
署
長
か
ら
田
部
井
副
会

長
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、板
橋
会
長
か
ら
退

任
役
員
功
労
７
名
、会
員
増
強
運
動
功
労
者
３

名
、福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者
４
名
の
方
々

に
感
謝
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、桐
原
足
利
税
務
署
長
、相
馬
商
工

会
議
所
会
頭
か
ら
の
祝
辞
や
来
賓
紹
介
及
び

祝
電
の
披
露
が
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、令
和

２
年
度
新
た
に
入
会
さ
れ
出
席
さ
れ
た
方
々

の
紹
介
の
後
、尾
花
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
10
回

通
常
総
会
結
果

挨拶をする板橋会長

令
和
2
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
を
承
認

任期満了に伴う
役員の選任について

　去る６月１6日（水）に開催された第10回
通常総会及び臨時理事会において、任期満
了に伴う役員の改選が行われました。理事及
び監事の選任については、総会の決議により
選任し、正副会長・常任理事については理事
会の決議により、理事の中から選任すること
となっています。
新役員は右記のとおりです。（〇印は新任者）

板橋　信行

〇相川　建司

〇関口　俊一　〇小泉　栄志

　柳田　祐介 　赤坂　圭一 〇小倉　勝興 　星野　唯夫 　尾花　正一　　　
　岩崎　厚宏 〇田中　美雄 　富田　勘也 　鈴木　暁子

　今泉　和也 　阿部　　勝 　栗原　順一 　塚原　達也 　笠原　健一　
〇秋草　俊二 　伊藤　清志 〇保泉　裕一 　冨田　　隆 　板橋　　毅　　　
　柳田　　基 〇早川　公人 　真秀　　徹 〇須藤　憲一 〇渋木　豊文

　小林　郁昌 　菊地　一雄 　森田　公博 〇長　　一寿 〇保々　博昭 　堀江　啓永 
　中川　逸雄 　小幡　英樹 　國定　崇伸 　柏瀬　和之 　高橋喜久一 　石井　大洋 
　佐久間清美 　齋藤千恵子 〇田部井　亮 〇星野　亮人 　本橋　和幸 　浅野　尚史 
　鈴木　利男 　澁澤　健司 　眞下　尚磯 　綾田　宏二 〇石川　恭敬 　坂本　勇樹 
　阿由葉弘美 　蓼沼　法彦 〇早川公一郎 〇鹿島　正美 〇帆足　充世 　赤石　修一
　茂木　丈夫

監 事

理 事

常任理事

専務理事

副 会 長

会 　 長
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令和２年度　事業報告のあらまし

区　　　分
法　人　会
ＭＤ部会
女性部会

R2/4/1
1,729
72
32

 入　会
51
0
0

退　会
88
0
0

R3/3/31
1,692
72
32

全法人数
3,583
̶
̶

加入率
46.1%
̶
̶

○ 新設法人説明会 （講師…足利税務署法人課税第１部門担当官） 市民会館 ４名 
○ 租税教室講師派遣 市内小学校１０校 ６０１名 　

❶「国政の健全な運営の確保に資することを目的とする事業（認定法別表１８号事業）」

❷ 「地域社会の健全な発展に資する事業（認定法別表１９号事業）」
（１）地域企業の健全な発展に資する事業

（１）税知識の普及を目的とする事業

◯ 足利市子ども夢基金へ寄付 ［2年10月12日］足利市役所 4名
◯ ボランティア清掃活動（織姫神社境内の清掃） ［2年１１月5日］ 41名

◯ インターネットセミナーの受講推進（ＨＰからのアクセス）  月約700回
◯ 企業の税務コンプライアンス向上のための取り組み説明 ［年1回］    4名

◯ 広報誌（法人会だより）発行 ［年４回発行］
◯ ＨＰの更新 ［随時］　　
◯ 第９回絵はがきコンクール募集・審査・表彰・展示  応募作品：205点
◯ 広報委員会 ［年4回開催］ 34名
◯ 足利納税推進協議会理事会 ［年2回開催］ 2名

（２）納税意識の高揚を目的とする事業

◯ 税制改正アンケート調査（全法連・県法連　各１回）  １53名
◯ 令和3年度税制改正提言書提出 ［2年１0月１２日］（市長・議長・教育長） 3名
◯ 関東甲信越国税局幹部と栃木県連役員との協議会   1名

（３）税制・税務に関する調査研究並びに提言に関する事業

■ 組織関係…会員・部会員の状況は次のとおりです。今後も会員増強に向けて努力してまいります。

（２）地域社会への貢献を目的とする事業

◯ 各種事業を推進するに当たっては、通常総会（１回）、理事会（３回）、正副会長会議（５回）各委員会、ＭＤ・女性部会の役員会等
随時開催し、事業の円滑な推進のために協議検討を行いました。

◯ 拡大厚生委員会  17名
（１）会員交流及び福利厚生を目的とする事業
❸ 「その他の事業」（会議・管理関係等含む）

（２）管理運営に関する事業

Ⅰ 一般正味財産の部
ｉ 経常増減の部
（1） 経常収益
 1　特定資産運用益
 2　受取会費
 3　事業収益
 4　受取補助金
 5　受取負担金
 6　雑収益
　　経常収益計　　Ａ
ii 経常外増減の部
（1） 経常外収益

科　　目 2年度決算 3年度予算
Ⅰ 一般正味財産の部
ｉ 経常増減の部
（２）経常費用
 １　事業費
 ２　管理費
経常費用計　Ｂ
当期経常増減計（Ａ－Ｂ）
ⅱ 経常外増減の部
（1）経常外収益
（２）経常外費用
法人税等引当支出
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
Ⅲ 正味財産期末残高 

科　　目 2年度決算 3年度予算

※なお、詳細については、ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

　　　　　　261
7,440,400
186,000

10,313,900
1,056,000
 　　65,056
19,061,617

　　　　0

1,000
7,396,600
  2,876,000
9,822,300
1,032,000
361,100

21,489,000

  　　　　0

13,278,407
2,708,511
15,986,918
3,074,699

0
0
0

3,032,061
9,403,541
12,435,602
　　　　0

12,435,602

21,479,264
3,350,736
24,830,000
△3,341,000

0
0
0

△3,341,000
12,591,000
9,250,000

9,250,000

令和2年度収支決算・3年度収支予算 （単位：円）
収入の部 支出の部
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ＭＤ部会・女性部会の令和2年度の主な事業

（単位：円）（単位：円）

感謝状の贈呈

足利税務署長表彰

全法連功労者表彰

足利法人会功労者表彰

足利税務署、全法連、県法連、足利法人会から
次の方々に感謝状が贈呈されました。

副会長　田部井  尚様

常任理事　小倉   勝興様
理　　事　堀江   啓永様

県法連功労者表彰
理　　事　今泉   和也様
理　　事　保泉   裕一様

■退任役員功労　会長感謝状受賞者（7名）
田部井　尚様　石橋　　貞様　岩澤　理夫様
保々　賀右様　柏瀬　利子様　小幡　久子様
横塚　光一様

■会員増強功労　会長感謝状受賞者（3名）
　常任理事　冨田　　隆様
　理　　事　本橋　和幸様
　理　　事　浅野   尚史様

■福利厚生制度推進功労　会長感謝状受賞者（4名）
大同生命保険株式会社 宇都宮支社足利営業所 松﨑　照美様  小柴　千代子様
ＡＩＧ損害保険株式会社代理店 足利小山信用金庫 理事長　冨田　　隆様
アフラック生命保険株式会社代理店 足利不動産株式会社両毛支社 様

ＭＤ・女性部会…新部会員募集中…

●ＭＤ部会
２年  ４月  2日（木）　 ＭＤ部会会計監査     3名
　　　４月   7日（火）　 役員会　     9名
　　　 5月 12日（火）　 ＭＤ部会通常総会（文書総会）     
　　　 9月2４日（木） 租税教室講師派遣　名草小学校  （６年生 １2名） 梅原監事
 １１月 13日（金） 租税教室講師派遣　南 小 学 校（６年生 93名） 小林副部会長・亀井部会員
 １１月 16日（月）　 租税教室講師派遣　大月小 学 校  （６年生 10名） 森田18代部会長
 １２月 16日（水） 租税教室講師派遣　矢場川小学校 （６年生 3 9名） 亀井部会員
 １２月２1日（月） 租税教室講師派遣　青葉小学校  （６年生 56名） 小倉副部会長
 １２月２1日（月） 租税教室講師派遣　葉鹿小学校  （６年生 ６４名） 長竹理事
3年 １月１9日（火） 租税教室講師派遣　けやき小学校 （６年生 62名） 長副部会長
　　　１月２１日（木） 租税教室講師派遣　山前小学校（６年生116名） 星野副部会長
　　　１月２6日（火） 租税教室講師派遣　御厨小学校  （６年生122名） 富田部会長・星野副部会長

●女性部会
2年　　４月　6日（月） 女性部会会計監査     3名
　　　 5月12日（火） 女性部会通常総会（文書総会）
3年　　１月 26日（火）　 租税教室講師派遣　坂西北小学校 （６年生 ２５名） 鈴木部会長
　　　１月28日（木）　 第9回税に関する絵はがきコンクール審査会  １0名
  小学校6校から２05点の応募があり、会長賞等１５点を顕彰しました。

［ＭＤ部会］

864,000

0

0

0

99

788,497

1,652,596

840,000

1,568,000

1,300,000

300,000

913

1,419,087

5,428,000

37,250

60,709

20,550

10,000

5,000

100,000

0

233,509

4,968,000

250,000

22,000

30,000

5,000

100,000

53,000

5,428,000

［女性部会］

192,000

   3,000

 30,000

35

179,863

404,898

 192,000

 355,000

 330,000

464

 211,536

1,089,000

51,832

32,980

7,550

0

1,000

100,000

0

193,362

780,000

145,000

13,000

20,000

1,000

100,000

30,000

1,089,000

収入の部
項　　目 2年度

決算
3年度
予算 項　　目 2年度

決算
3年度
予算 項　　目 2年度

決算
3年度
予算 項　　目 2年度

決算
3年度
予算

支出の部 収入の部 支出の部

まずは色々な事業に参加してみませんか？

会  費

事業収入

補 助 金

雑 収 入

繰 越 金

合 計

事 業 費

会 議 費

事務局費

慶 弔 費

雑  費

周年事業積立金

予 備 費

合  　計

事 業 費

会 議 費

事務局費

慶 弔 費

雑  費

周年事業積立金

予 備 費

合  　計

会  費

事業収入

補 助 金

雑 収 入

繰 越 金

合 計

創立40周年記念事業
引当金取崩収入

任期満了に伴う
改選について 副部会長

部 会 長 　富田　勘也
　星野　亮人　　　長　　一寿　　　小倉　健一　　　小林　徳章

［ＭＤ部会の役員］

副部会長
部 会 長 　鈴木　暁子

　深澤　裕子　　　岩﨑　佳恵　　　帆足　充世

［女性部会の役員］
任期満了に伴い、ＭＤ部会及び女性部会の役
員が改選され、次の方々が再任されました。

ＭＤ部会・女性部会の令和2年度収支決算・令和3年度収支予算
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宜しくお願いします

上田 （株） プラスチックペレット製造 足利市葉鹿町３０-２１上田はるよ
新規加入法人 業　　種 代  表  者 住　　所

令和３年３月1日～令和３年６月３０日新規会員のご紹介

右の絵と左の絵には相違点が
７ヶ所あります。
見つかりますかな？

（答えは7ページにあります）

『義経千本桜 すし屋』

7つの間違い探し7つの間違い探し

 

本
年
度
、当
会
に
お
き
ま
し
て
は
、小
学
校
１２
校

の
租
税
教
室
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、去
る
５

月
１3
日（
木
）に
け
や
き
小
学
校
、５
月
21
日

（
金
）に
坂
西
北
小
学
校
、６
月
２
日（
水
）に
名

草
小
学
校
、６
月
３
日（
木
）に
御
厨
小
学
校
、６

月
４
日（
金
）に
大
月
小
学
校
、６
月
１4
日（
月
）

に
北
郷
小
学
校
の
各
校
へ
Ｍ
Ｄ
部
会
の
役
員
等

を
講
師
と
し
て
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
学
習
指
導
要
領
が
変
更
と

な
り
、税
に
関
す
る
授
業
が
3
学
期
か
ら
1
学
期

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
は
５
、６
月
に
租
税

教
室
を
実
施
す
る
学
校
が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、各
学
校
と
も
３
密
を
避
け
る
た
め

ク
ラ
ス
単
位
で
の
授

業
と
な
り
、例
年
よ

り
講
師
の
担
当
時
間

は
増
え
ま
し
た
が
、対

象
者
の
６
年
生
は
、

熱
心
に
そ
し
て
興
味
深
く
聴
講
さ
れ
、税
に
関
す

る
知
識
の
向
上
に
貢
献
で
き
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
正
し
い
税
の
知
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
国
税
庁
の
方
針
で
推

進
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。法
人
会
と
し
て
も
、今

後
と
も
こ
う
し
た
租
税
教
室
に
積
極
的
に
講
師

派
遣
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、こ
う

し
た
租
税
教
室

を
通
じ
て
、学
習

し
た
こ
と
を
も

と
に
当
会
女
性

部
会
を
中
心
に
、

「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
募
集
」を
し

て
お
り
、児
童
た

ち
に
積
極
的
に

コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
い

た
し
ま
し
た
。  

租
税
教
室
に
講
師
派
遣

新会員募集
のお知らせ

法人会は、健全な納税者の団体、良き経営者を目指す者の団体です。

足利法人会では、新会員を募集しています。会員の皆様のお知り合いの方をご紹介ください。

1税に関する各種研修　2 異業種交流や情報取得　3 地域社会への貢献活動

けやき小学校
長副部会長

坂西北小学校
小倉副部会長

名草小学校
梅原監事

御厨小学校
亀井理事

御厨小学校
富田部会長

大月小学校
小林副部会長

北郷小学校
森田18代部会長
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作者紹介
神谷一郎（かみや・いちろう）
　専修大法学部卒後、漫画プロダクションを経て漫画家に。
現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広告・
水彩画挿絵等で活躍中。

ピ
ン
チ
ン

①「大福帳」「仕入帳」（左上） ②ホクロ（中上）
③男性のさかやき（左） ④桶のバッテン（左）
⑤女性のたぼ（右） ⑥着物の裾（中下）
⑦帯どめの結び（右下）

間違い探しの答え

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所

        

　 代
表

　玄
間
千
映
子

■
筆
者
紹
介

　
玄
間
千
映
子（
げ
ん
ま・ち
え
こ
）

　
㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
。國
學

院
大
學
卒
。米
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
大
学
院
卒
後
、米

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
修

了
。現
在
、日
本
経
済
大
学
大
学
院
非
常
勤
講

師
、信
州
大
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
先
鋭
材
料

研
究
所
野
口
研
究
室
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、（
一

社
）水
底
質
浄
化
技
術
協
会
監
事
な
ど
を
兼
任
。

著
書
に「
朗
働
の
時
代
」「
ジ
ョ
ブ・デ
ィ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
一
問
一
答
」「
リ
ス
ト
ラ
無
用
の
会
社
革

命
」な
ど
。

 

先
日
の
北
海
道
新
聞
で
、「
ク
レ
ー
ム
こ
そ
、

好
機
」と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
。厚
岸
観
光
協

会
で
現
在
活
躍
中
の
安
藤
事
務
局
長
さ
ん
の

座
右
の
銘
と
の
こ
と
だ
が
、「
ピ
ン
チ
は
、チ
ャ

ン
ス
」と
い
う
言
葉
よ
り
も
、こ
ち
ら
の
方
が

い
い
標
語
に
な
り
そ
う
だ
。そ
こ
で
、こ
れ
を

材
料
に
仕
事
の
仕
方
を
眺
め
て
み
る
。

 

そ
も
そ
も„
ピ
ン
チ
“と„
ク
レ
ー
ム
“で
は
、

ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
者
が
違
う
。„
ピ
ン
チ
“は

自
分
だ
け
だ
が
、„
ク
レ
ー
ム
“に
は
ク
レ
ー
ム

を
持
ち
込
む
相
手
と
自
分
の
２
者
が
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
状
況
は
同
じ

で
も
、そ
の
関
わ
る
者
の
違
い
は
解
に
臨
む

姿
勢
に
現
れ
る
。

　„
ピ
ン
チ
“で
は
、追
い
詰
め
ら
れ
る
の
は

„
自
分
“だ
け
。そ
の
た
め
打
開
策
は「
自
分
さ

え
回
避
で
き
れ
ば
…
」程
度
の
も
の
で
も
済

ん
で
し
ま
う
。と
こ
ろ
が„
ク
レ
ー
ム
“の
方

は
、そ
う
は
い
か
な
い
。こ
ち
ら
が
提
示
す
る

策
を
相
手
が
受
け
止
め
て
く
れ
な
け
れ
ば
、

打
開
策
と
は
な
れ
な
い
の
だ
。

　
問
題
解
決
の
糸
口
は
、ひ
と
え
に
ク
レ
ー

ム
を
発
す
る
相
手
の
側
が
握
っ
て
い
る
か
ら
、

な
ぜ
ク
レ
ー
ム
が
出
て
く
る
の
か
、そ
の
背
景

を
じ
っ
く
り
と
探
ら
ね
ば
解
に
は
な
れ
な
い
。

「
ピ
ン
チ
は
、チ
ャ
ン
ス
」で
は
得
ら
れ
な
い
、

こ
の
場
面
の
あ
る
こ
と
が「
ク
レ
ー
ム
こ
そ
、

好
機
」の
標
語
の
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
。

　
す
る
と
日
頃
は
見
過
ご
し
が
ち
な
、こ
ち

ら
の
落
ち
度
や
深
層
に
あ
る
相
手
の
欲
求
も

浮
か
ん
で
く
る
。そ
れ
が
感
じ
取
れ
た
ら
、す

か
さ
ず
こ
れ
に
対
応
す
る
。こ
の
時
、相
手
と

応
対
す
る
時
の
姿
勢
で
一
番
大
事
な
の
は
、

相
手
も
人
間
だ
と
い
う
こ
と
。応
対
の
入
り

口
看
板
に
掲
げ
る
の
は
、「
誠
心
誠
意
」と
心

が
け
よ
う
。

　
誠
心
誠
意
の
見
せ
方
で
大
事
な
の
は
、相

手
の
真
の
苦
情
に
寄
り
添
う
姿
勢
だ
と
思

う
。人
間
、拳
を
振
り
上
げ
る
と
き
に
先
走
っ

て
い
る
の
は
感
情
だ
。そ
の
感
情
の
始
末
、落

と
し
ど
こ
ろ
ま
で
考
え
て
拳
を
振
り
上
げ
る

こ
と
は
少
な
い
も
の
。単
に
謝
る
と
い
う
の
で

な
く
、拳
の
お
ろ
し
ど
こ
ろ
を
探
り
、提
案
し
、

相
手
と
の
信
頼
関
係
を
太
く
す
る
こ
と
だ
け

を
、ま
ず
は
考
え
て
応
対
し
よ
う
。す
る
と
そ

れ
は
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
入
り
口
へ
と
、変

え
る
こ
と
が
で
き
て
く
る
。人
生
、逃
げ
回
れ

る
ほ
ど
長
く
は
な
い
。

　
縮
ん
だ
取
引
関
係
を
切
ら
せ
ず
太
い
も
の

に
し
て
い
く
に
は
、„
ク
レ
ー
ム
“対
応
ひ
と
つ

に
つ
い
て
も
こ
ん
な
心
掛
け
も
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、こ
の
収
縮
状
態

だ
け
に
目
を
当
て
る
と
、少
子
化
に
よ
り
発

現
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
経
済
活
動
の
縮
小

と
も
通
じ
て
く
る
。

　
都
会
で
は
リ
ヤ
カ
ー
に
よ
る
移
動
店
舗
が

は
や
っ
て
き
て
い
る
と
も
漏
れ
聞
く
。Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
移
動
先
を
入
れ
て
お
く
と
、そ
こ
に

客
が
集
ま
っ
て
い
る
そ
う
だ
。商
機
は
価
格

差
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、や
は
り
人
間
に
は
信

頼
関
係
前
提
ス
タ
イ
ル
が
強
い
よ
う
に
思

う
。

　
そ
う
い
え
ば
ル
ー
ト
営
業
の
元
祖
、「
御
用

聞
き
」は
ど
の
業
種
で
も
や
っ
て
い
た
。価
格

競
争
の
通
販
で
は
手
薄
に
な
り
が
ち
な「
信

頼
関
係
」構
築
に
力
を
入
れ
た
や
り
方
だ
。

　
在
宅
勤
務
時
の
勤
務
管
理
と
か
健
康
管

理
等
々
、コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
た
管
理
課
題
も
多
い
と
思
う
が
、現
在
は

ど
こ
の
業
界
も
コ
ロ
ナ
で
縮
ん
で
い
る
。強
引

に
経
済
活
動
を
縮
小
す
る
こ
と
に
な
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
を
テ
コ
に
し
、次
の
課
題
の
少
子
化

現
象
を
乗
り
切
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に

も
、 „
ク
レ
ー
ム
“に
向
き
合
う
姿
勢
を
鍛
え

て
お
こ
う
。　

とク
レ
ー
ム

ク
ー



インボイス制度説明会を開催します

足利法人会だより 第144号　8

　［消費税］インボイス制度（適格請求書等保存方式）は、令和５
年１０月１日に導入され、令和３年１０月１日から「適格請求書発行
事業者」の登録申請が始まります。
　これに先立ち、［消費税］インボイス制度（適格請求書等保存
方式）の説明会を下記のとおり開催いたします。

第1回  令和３年 8月２４日（火） 午後2時～3時3０分
第2回  令和３年 9月  7日（火） 午後2時～3時3０分
足利市民プラザ  西館301号室
［消費税］インボイス制度（適格請求書等保存方式）について
足利税務署　法人課税部門担当者
各回５０名（先着順）

同封のインボイス制度説明会ご案内の申込書でお申し込みください。

　去る５月２４日（月）足利市民プラザにおいて、足利税
務署長講演会が開催されました。足利法人会会員など
４２名の参加をいただきました。
　これからの税務行政について、特にＤＸ（デジタルトラ
ンスフォーメーション）への取り組みについて講演され
ました。（ＤＸとは、進化したIT技術を浸透させることで、
人々の生活をより良いものへと変革させること。）
　新型コロナの影響により、デジタル行政の遅れが明ら
かになってから、デジタル庁の発足と民間企業のＤＸ化
により、官民一体となってデジタル化を推進し、日本社
会の労働生産性を高めようとする機運が高まっていると
の話がありました。
　次に、国税庁における、およそ10年後のスマート化を
目指した「税務行政の将来像」について説明されました。
　納税者の利便性の向上については、スマホやタブレッ

トによる電子申請や、マイナポータルの活用など。課税・
徴収の効率化・高度化については、情報の一元管理や
データー活用による事務の効率化・高度化の取り組みな
どについて説明されました。
　最後に、令和５年１０月１日から導入されるインボイス
制度の説明がありました。途中ＤＶＤをはさみながらの
具体的な説明で、大変参考となりました。

足利法人会
インターネットセミナーの

足利法人会ホームページ左下の
インターネットセミナー

のバナーをクリックしてください。

会員専用IDとパスワードは
パスワード：会員ID：0713 2866

法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
3
年
度 

主
な
行
事
予
定

令
和
3
年

8
月
18
日（
水
）
 決
算
期
別
法
人
税
等
説
明
会

　
　24
日（
火
）
 イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

9
月
7
日（
火
）
 イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

10
月
上
旬
 

税
制
改
正
提
言
書
提
出

 
7
日（
木
）
 法
人
会
全
国
大
会【
岩
手
大
会
】

 
13
日（
水
）
 改
正
税
法
説
明
会

 
中
旬
 

第
2
回
理
事
会
　
　

11
月
2
日（
火
）
 織
姫
神
社
清
掃
奉
仕

 
中
旬
 

納
税
表
彰
式

 
16
日（
火
）
 法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム【
新
潟
大
会
】

 
17
日（
水
）
 決
算
期
別
法
人
税
等
説
明
会

 
26
日（
金
）
 全
国
青
年
の
集
い【
佐
賀
大
会
】

12
月
2
日（
木
）
 新
設
法
人
説
明
会

令
和
４
年
　

1
月
12
日（
水
）
 新
年
合
同
賀
詞
交
歓
会

3
月
中
旬
 

第
3
回
理
事
会

　年間４回発行している「足利法人会だより」に折込広告を募集
いたします。皆様が作成した広告（Ａ４かＡ３に限る）を法人会だよ
りの封書に同封いたします。
　同封手数料及び郵送料の一部負担としてＡ４で２万円の負担金
をいただきます。詳しくは、法人会事務局へお問い合わせください。

　タイムリーな情報提供などのため、メールアドレス
の調査にご協力ください。
　また、合わせて会員情報の確認のため、同封の調
査表に法人名、代表者名、住所、資本金の額をご記入の上 ＦＡＸ
にてお送りください。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

広告 ？を出してみませんか

足利税務署長講演会を開催

公益社団法人
足利法人会

■発行所／ ■発行人／会長　板橋　信行
■広報委員長／尾花　正一
■印刷デザイン／足利印刷㈱

〒326-0801 栃木県足利市有楽町835番地（商工会議所北事務所内）
TEL 0284-43-2866  FAX 0284-43-2867

http://www.acs-net.jp/̃ashihou/ asihou＠watv.ne.jp

●●●会社名、代表者、所在地、資本金等の変更がありましたら、法人会事務局にご連絡ください。●●●

会員の皆様へ

講演する
桐原税務署長

ご 内案

日  時

場  所
内  容
講  師
定  員

会員調査にご協力ください

足利法人会の会員企業の皆様ならどなたでも
無料で５００タイトル以上のインターネットセミ
ナーを受講いただけます。昨年は、1ヵ月当たり
約７００件のアクセスがあり、大変好評でした。


